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美しい街は美しい心を呼ぶ
釧路・山野 紗由
私は以前，「街中の落書きを消したら犯罪が減った。」というニュースを見たことがあります。たかが落書きを消したくらいで本当に犯罪が少なくなるのか，その時は不思議に思っていました。
しかし，最近私は環境が人の心を変えるということを身をもって体験しました。それは，部屋を散らかしすぎて母に叱られた時のことです。
「汚いから部屋を片づけなさい。」と母に注意された私はついイライラして，散らかった部屋の中から大声で，
「今は無理。忙しいからできない。」
ときつく言い返してしまいました。すると母は厳しい口調で，
「今すぐ片づけなさい。」と私を叱り，一歩もゆずらない様子だったので，私はしぶしぶ部屋を片づけることにしました。　
散らかしすぎた私の部屋は，読み終わった本やマンガ，勉強道具，リュックの中からあふれているガラクタが床一面に広がり，足のふみ場もないほどでした。学習机の上も物が積み重なり，どこから手をつけたらよいか見当もつきません。私は母への文句をぶつぶつ言いながら，道具を拾い始めました。
ところが，出しっぱなしだった私の持ち物が元の場所に収まった頃，気づくと私のイライラした気持ちはすっかり消えていました。そして，嫌々やっていたはずの片づけに，いつの間にか夢中になっていたのです。掃除機をかけ，部屋の空気を入れかえて，ふき掃除もしました。整ったベッドに腰を下ろして，見ちがえるほどきれいになった部屋を見ていると，さっきまであんなに腹を立てていたことが不思議なぐらい落ちついていて，とても清々しい気持ちになりました。たしかに私の心は環境で変化しましたが，犯罪を引き起こすということには，まだ疑問が残っていました。
しかしこの夏休み中，私はあのニュースに共感できる出来事を偶然見てしまったのです。
それは町中のごみ収集日に，何となく外を眺めていた時のことでした。自宅前のゴミステーションはカラスに荒らされて，生ゴミやビニール袋があちこちに散乱していました。気になって，しばらく二階から見ていると，向こうから歩いてきた人が，手に持っていたペットボトルをポイとそこへ投げ捨てたのです。カラスのせいで散らかっていたゴミの中に，ペットボトルが一つ増えたところでたいした変化はないのですが，私は怒りを感じました。そして，あのニュースの謎が解けたような気がしました。
人は周りの環境が乱れていると，「自分のせいではない」と心の中で誰かのせいにして，軽い気持ちで間違ったことをしてしまうのではないでしょうか。ゴミのポイ捨ては，犯罪ではありませんが，マナー違反の間違った行為です。
自分自身の身の回りを整え，街をきれいにすることは，私達の気持ちをすっきりと穏やかにすることだけでなく，犯罪が入り込むすきを無くすことにつながっているのだと思いました。
今は自分の部屋をきれいにすることで精一杯の私ですが，自分にできることを一つ一つ探し，少しでも社会の役に立ちたいと思います。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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